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承認 確認 担当

試験評価

本試験に於いて、BL規格のﾚﾍﾞﾙⅢでは破損は認められなかった

試験目的

吊り戸棚に耐震ラッチが付いている場合の耐衝撃強度を確認する。

判定基準

扉が開く、もしくはラッチ機構が破損する衝撃高さについて以下のレベル確認を行う。

ＢＬ規格

備考

                                            株式会社ムラコシ精工                                １／３

社　　　　　　　　　　内

試験1：レベルⅠ
衝撃高さＨ＝6ｃｍ以上

試験4：レベルⅣ
衝撃高さＨ＝30ｃｍ以上

試験5：レベルⅤ
衝撃高さＨ＝36ｃｍ以上

試験6：レベルⅥ
衝撃高さＨ＝42ｃｍ以上

試験2：レベルⅡ
衝撃高さＨ＝12ｃｍ以上

試験3：レベルⅢ
衝撃高さＨ＝24ｃｍ以上

試験8：レベルⅧ
衝撃高さＨ＝54ｃｍ以上

PFR-TSA衝撃試験

試験9：レベルⅪ
衝撃高さＨ＝72ｃｍ以上
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試験7：レベルⅦ
衝撃高さＨ＝48ｃｍ以上

試験8：レベルⅩ
衝撃高さＨ＝66ｃｍ以上

試験9：レベルⅨ
衝撃高さＨ＝60ｃｍ以上
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試験方法

試験：衝撃試験

・吊り戸棚の扉に衝撃を加えられるように躯体に固定する。

・衝撃体は長方体型亜鉛合金塊重り（質量２ｋｇ）とし長さ１ｍで吊り下げた振り子型の衝撃試験を

 試験を行う。

・衝撃位置は、試験試料の上部１０ｃｍ付近とし、扉の材質の影響を受けないよう、当て板

  （４０ｃｍ×２０ｃｍ、厚さ１２ｃｍラワン合板）を扉前面に取り付ける。

・目標とするレベルの高さから３回衝撃力を加える。

写真1.試験設置方法

図１.試験設置図

図２.試験設置状態（本体と受けの位置）

図2.1 受け下限位置 図2.2 受け上限位置
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１９－０８０－Ⅰ

　　（PFR-TSA の施工状態は標準状態で試験を行う。）

衝撃の高さ

試験試料

20°ｷｬﾋﾞﾈｯﾄを傾けて設置し

強制的にﾛｯｸがかかった状態で試験を行う

試験時

温度：16.6℃

湿度：20％
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ﾗｯﾁ受け破損ﾗｯﾁ受け破損
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試験結果

1回目 2回目 3回目 受け作動力（N) 1回目 2回目 3回目 受け作動力（N)

Ⅰ ○ ○ ○ 4.7 Ⅰ ○ ○ ○ 5.4

Ⅱ ○ ○ ○ 4.5 Ⅱ ○ ○ ○ 4.8

Ⅲ ○ ○ ○ 4.5 Ⅲ ○ ○ ○ 4.0

Ⅳ ○ ○ ○ 4.3 Ⅳ ○ ○ ○ 3.8

Ⅴ × - - - Ⅴ ○ ○ ○ 3.3

Ⅵ - - - - Ⅵ × - - -

Ⅶ - - - - Ⅶ - - - -

Ⅷ - - - - Ⅷ - - - -

Ⅸ - - - - Ⅸ - - - -

○･･･異常なし　　×･･･ﾗｯﾁ受け破損 ○･･･異常なし　　×･･･ﾗｯﾁ受け破損

レベル
掛代下限（初期受け作動力5.2N)

レベル
掛代上限（初期ﾗｯﾁ受け　作動力5.4N)


